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ヨーロッパ中世の思想家たち　　　　　　　　　　　　　　　［第3回配本］

霊性の深まりと共に拓かれていった神秘思想、神学大系の構築など、
キリスト教思想が大きく花開いたこの時代を探訪！

　ヨーロッパにおける諸聖人の頂点に立つフランチェスコについて「聖性とは焼き尽くされた偉大さである」と言われる。この偉
大さは人間的要素が燃え尽きた状態であって、自己否定の上に授けられた霊性の特質である。キリスト教信仰においては自己否定
は「無から有を創造する神の行為」に一致して起っているのに、フランチェスコの場合には「偉大が額の上に戴く冠を聖者はおろ
す」と言われる。この偉大さをおろす行為が微光のようにように輪になって残っているばかりか、徳行として惜しみなく人々に施
されるのである。（本文より）
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